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合同労組の意義と組織的特徴から生じる労組法上の課題（一）

合
同
労
組
の
意
義
と	

組
織
的
特
徴
か
ら
生
じ
る
労
組
法
上
の
課
題
（
一
）

松　
　

井　
　

有　
　

美

一
．
は
じ
め
に

　

合
同
労
組
は
、
超
企
業
的
な
労
働
組
合
で
あ
り
、
主
と
し
て
中
小
企
業
で
働
く
労
働
者
を
組
織
化
の
対
象
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
現

代
の
合
同
労
組
は
、
さ
ら
に
多
様
な
労
働
者
を
組
織
し
て
お
り
、
従
前
、
企
業
別
組
合
が
組
織
化
の
対
象
と
し
て
こ
な
か
っ
た
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
労
働
者
等
の
非
正
規
雇
用
労
働
者
、
外
国
人
労
働
者
等
も
組
織
化
の
対
象
と
す
る
。

　

東
京
に
お
い
て
、
規
模
三
〇
〇
人
の
お
も
ち
ゃ
会
社
か
ら
合
同
労
組
の
組
織
化
が
始
ま
り
、
そ
の
後
、
様
々
な
工
場
の
労
働
者
が
組

織
さ
れ
て
い
っ
た
。
中
小
企
業
の
労
働
者
を
対
象
と
し
て
合
同
労
組
の
組
織
化
が
始
ま
っ
た
の
は
、
中
小
企
業
の
不
安
定
な
経
営
状
況

や
、
中
小
企
業
労
働
者
の
お
か
れ
た
労
働
環
境
が
劣
悪
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
企
業
の
枠
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
超
企
業
的
・

横
断
的
に
労
働
者
を
組
織
す
る
合
同
労
組
は
、
そ
の
組
織
的
特
徴
を
活
か
し
て
、
合
同
労
組
が
結
成
第
二
期
に
入
る
一
九
五
五
年
頃
、

業
績
が
傾
い
て
企
業
が
倒
産
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
倒
産
し
た
企
業
の
従
業
員
に
対
し
て
他
の
企
業
を
紹
介
す
る
と
い
っ
た
、
い
わ
ば

職
業
安
定
所
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
ま
た
、
倒
産
に
は
至
ら
ず
と
も
、
中
小
企
業
の
経
営
状
況
は
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ

（
1
）

（
2
）
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論　　　説

て
、
中
小
企
業
の
封
建
遺
制
と
と
も
に
、
低
労
働
条
件
・
低
賃
金
な
ど
を
常
態
化
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
六
〇
年
頃
に
な

る
と
、
農
村
の
労
力
過
剰
に
よ
っ
て
、
農
村
出
身
者
が
中
小
企
業
に
多
く
集
ま
り
、
中
小
企
業
労
働
者
の
賃
金
は
さ
ら
に
低
賃
金
化
し

て
い
っ
た
。
合
同
労
組
は
、
中
小
企
業
労
働
者
の
労
働
環
境
改
善
の
た
め
、
半
ば
必
然
的
に
組
織
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

合
同
労
組
の
結
成
第
二
期
に
入
っ
て
し
ば
ら
く
し
た
一
九
六
〇
年
頃
、
合
同
労
組
研
究
は
、
労
働
法
学
会
の
中
心
的
テ
ー
マ
と
な
り
、

多
数
の
論
文
や
単
行
の
著
書
が
発
刊
さ
れ
た
。
先
行
研
究
が
盛
ん
だ
っ
た
一
九
六
〇
年
代
当
時
に
比
べ
、
現
在
の
合
同
労
組
研
究
は
盛

ん
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
第
一
に
、
労
働
組
合
法
（
以
下
、「
労
組
法
」
と
す
る
。）
は
す
で
に
機
能
不
全
に
陥
っ
て
お

り
、
労
組
法
を
前
提
と
す
る
解
決
は
現
状
に
不
適
合
と
の
指
摘
が
あ
る
。
第
二
に
、
労
働
組
合
の
推
定
組
織
率
は
低
く
、
ま
た
、
日
本

の
労
働
組
合
は
企
業
別
組
合
が
大
半
で
あ
り
、
少
数
派
の
合
同
労
組
に
は
研
究
の
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
り
に
く
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
合
同
労
組
に
お
け
る
労
組
法
上
の
課
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
、
一
定
の
意
義
が
見
出
さ
れ
る
。
第
一
に
、
労
組
法
研
究
の

意
義
に
つ
い
て
、
労
組
法
上
の
制
度
・
規
定
を
用
い
る
以
外
の
集
団
的
労
使
紛
争
解
決
手
段
は
模
索
さ
れ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
未
だ

有
効
な
代
替
手
段
は
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
労
働
組
合
の
組
織
率
が
低
下
し
た
と
は
い
え
、
現
在
も
労
働
組
合
に
よ
る
労

組
法
上
の
制
度
・
規
定
を
利
用
し
た
紛
争
解
決
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
合
同
労
組
の
よ
う
な
超
企
業
的
組
合
に
つ
い
て
地
域
単

位
の
拡
張
適
用
（
労
組
法
一
八
条
）
を
考
え
た
場
合
に
は
、
企
業
別
組
合
と
は
違
っ
た
活
用
法
が
見
出
さ
れ
る
等
、
労
組
法
研
究
の
余

地
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
組
法
が
機
能
不
全
だ
と
し
て
、
労
組
法
に
よ
る
解
決
が
現
状
に
不
適
合

と
断
じ
る
の
は
早
計
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
合
同
労
組
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
全
企
業
に
占
め
る
中
小
企
業
の
割
合
は
一
九
六
〇
年

当
時
と
そ
う
変
わ
ら
ず
、
中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
環
境
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
六
〇
年
代
頃
ほ
ど
劣
悪
で
は
な
い
が
、
封
建
的

で
あ
る
な
ど
中
小
企
業
特
有
の
課
題
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
合
同
労
組
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
が
生
ず
る
基
盤
は
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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合同労組の意義と組織的特徴から生じる労組法上の課題（一）

い
る
こ
と
、
現
代
の
合
同
労
組
は
、
中
小
企
業
の
み
な
ら
ず
大
企
業
を
含
む
非
正
規
雇
用
労
働
者
や
外
国
人
労
働
者
な
ど
も
組
織
化
の

対
象
と
し
て
お
り
、
多
様
な
労
働
者
を
組
織
す
る
こ
と
に
よ
る
新
た
な
法
的
課
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
い
え

ば
、
不
当
労
働
行
為
の
新
規
申
立
て
及
び
斡
旋
申
請
の
多
く
は
合
同
労
組
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
申
立
て
実
務
の
現
場
で
は
、
合
同
労

組
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
的
な
観
点
か
ら
の
相
応
し
い
研
究
が
な
さ
れ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
現
代
の
合
同
労
組
に
お
け
る
法
的
課
題
を
再
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。
な
お
、
再
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
実
務
的
な
視
点

に
加
え
、
合
同
労
組
の
可
能
性
を
模
索
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
合
同
労
組
の
意
義
や
組
織
的
特
徴
等
に
着
目
し
て
、
理
論
的
に
ど
の

よ
う
な
解
釈
が
可
能
か
を
検
討
す
る
。

　

本
稿
で
は
、
合
同
労
組
の
意
義
（
二
）、
組
織
的
特
徴
（
三
）
を
確
認
し
た
う
え
で
、
法
的
課
題
を
分
析
・
検
討
す
る
。
具
体
的
に

は
、
労
組
法
上
の
救
済
を
受
け
る
た
め
に
は
、
法
適
合
組
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
法
適
合
組
合
の
要
件
の
中
で
合
同
労

組
と
の
関
係
で
特
に
問
題
と
な
る
「
主
体
性
」・「
自
主
性
」・「
団
体
性
」
要
件
を
確
認
・
検
討
す
る
（
四
）。
ま
た
、
未
だ
議
論
の
少

な
い
労
組
法
上
の
「
使
用
者
」
性
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
（
五
）。
な
お
、
法
適
合
組
合
お
よ
び
労
組
法
上
の
「
使
用
者
」

性
を
検
討
す
る
上
で
必
要
と
思
わ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
労
組
法
上
の
「
労
働
者
」
性
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
（
四
、
五
）。

二
．
合
同
労
組
の
意
義

　（
一
）
労
組
法
に
お
け
る
合
同
労
組
の
位
置
付
け

　

合
同
労
組
は
、「
企
業
別
労
働
組
合
と
し
て
の
日
本
型
労
働
組
合
と
い
う
特
殊
類
型
」
の
中
で
、
特
異
な
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て

き
た
。
そ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
っ
て
か
、
労
組
法
は
合
同
労
組
を
予
定
し
て
お
ら
ず
、
法
適
合
組
合
た
り
得
な
い
と
す
る
見
解
も
一
部

に
み
ら
れ
た
。

（
10
）

（
11
）
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論　　　説
　

し
か
し
、
合
同
労
組
は
、
労
働
組
合
の
特
殊
類
型
と
い
う
だ
け
で
、
労
組
法
が
、
合
同
労
組
と
い
う
組
織
形
態
を
予
定
し
て
い
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
労
組
法
制
定
以
前
、
一
九
四
五
年
一
一
月
一
九
日
の
第
四
回
勞
務
法
制
審
議
委
員
會
で
は
、
土
木
建
築
の
例
に

お
い
て
、
社
員
と
大
工
、
鳶
が
共
に
労
働
組
合
を
組
織
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
意
見
が
上
が
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
社
員
と

大
工
ら
が
一
緒
に
組
合
を
作
る
こ
と
を
強
制
す
る
も
の
で
は
な
く
、
職
業
別
組
合
、
産
業
別
組
合
、
あ
る
い
は
も
っ
と
広
い
も
の
も
で

き
る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
、
職
業
別
・
産
業
別
と
い
う
枠
に
捉
わ
れ
な
い
労
働
組
合
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
労
働
組
合
の
登
録
要
件
が
議
論
さ
れ
た
際
に
は
、
合
同
労
組
な
ど
の
少
数
組
合
を
労
組
法
の
適
用
除
外
と
す
る
の
か
が
問
わ
れ
、

少
数
組
合
を
除
外
す
る
意
図
は
な
い
と
し
て
、
以
後
、
企
業
単
位
組
合
の
登
録
要
件
と
し
て
、
労
働
者
の
大
多
数
が
加
入
す
る
こ
と
を

要
件
と
す
る
構
想
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
労
働
組
合
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
も
の
の
範
囲
は
広
く
、
し
た
が
っ
て

合
同
労
組
が
含
ま
れ
る
と
解
し
て
も
不
都
合
は
な
い
。
ま
た
、
少
数
組
合
と
し
て
の
合
同
労
組
は
労
組
法
上
の
適
用
を
受
け
る
も
の
と

し
て
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
わ
れ
る
。

　（
二
）
合
同
労
組
の
成
立

　

合
同
労
組
の
結
成
期
は
、
二
期
に
大
別
さ
れ
る
。
一
九
四
六
年
か
ら
一
九
四
九
年
頃
ま
で
を
結
成
第
一
期
、
一
九
五
〇
年
頃
か
ら
一

九
五
四
年
頃
ま
で
停
滞
期
、
昭
和
三
〇
年
代
（
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
六
四
年
）
に
入
っ
て
結
成
第
二
期
と
さ
れ
、
結
成
第
二
期
以
降
、

合
同
労
組
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
、
結
成
第
一
期
以
降
の
停
滞
期
を
経
て
、
昭
和
三
〇
年
代
に
再
び
、
結
成
期
を
迎
え
た
か
と
い
え
ば
、
合
同
労
組

組
織
化
方
針
を
打
ち
出
し
た
労
働
組
合
の
中
央
団
体
で
あ
る
日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
（
以
下
、「
総
評
」
と
い
う
）
が
行
っ
た
中
小

企
業
労
働
者
組
織
対
策
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
総
評
は
、
一
九
五
四
年
総
評
第
五
回
大
会
に
お
い
て
合
同
労
組
運
動
を
取
り
上
げ
、

一
九
五
五
年
七
月
、
戦
後
の
社
会
変
化
に
対
応
す
べ
く
三
つ
の
指
針
を
打
ち
出
し
た
。
第
一
は
春
闘
、
第
二
は
最
低
賃
金
の
法
制
化
闘

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）
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争
、
第
三
は
未
組
織
労
働
者
の
組
織
化
で
あ
り
、
全
国
一
般
労
働
組
合
の
結
成
で
あ
っ
た
。
総
評
は
、
こ
の
一
九
五
五
年
の
大
会
決
定

に
基
づ
き
、
中
小
企
業
対
策
部
か
ら
オ
ル
グ
を
全
国
に
約
一
〇
〇
名
配
置
し
た
。
ま
た
、
一
九
五
五
年
頃
、
全
日
本
労
働
組
合
会
議
も

中
小
企
業
の
労
働
者
対
策
と
し
て
、
合
同
労
組
を
組
織
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
、
特
に
地
域
合
同
労
組
に
重
点
を
置
い
た
結
成
指

導
方
針
を
提
起
し
た
ほ
か
、
全
国
産
業
別
労
働
組
合
連
合
も
同
様
の
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
。
一
九
五
五
年
頃
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

は
、
中
小
企
業
の
未
組
織
労
働
者
に
つ
い
て
合
同
労
組
と
い
う
形
態
が
望
ま
し
い
と
の
意
識
を
有
し
て
い
た
。

　

合
同
労
組
組
織
化
の
理
由
を
林
信
雄
は
、「
合
同
労
組
は
、
そ
の
生
成
基
盤
を
ば
、
日
本
産
業
の
特
殊
構
造
な
い
し
二
重
構
造
の
う

ち
に
持
つ
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
概
ね
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
日
本
経
済
に
占
め
る

中
小
企
業
の
割
合
は
一
〇
〇
％
に
ほ
ぼ
近
く
、
こ
の
中
小
企
業
の
割
合
を
前
提
と
し
て
、
日
本
的
特
殊
性
な
い
し
日
本
産
業
構
造
の
特

質
を
三
点
あ
げ
る
。
第
一
に
、
当
時
の
中
小
企
業
は
、
商
業
資
本
お
よ
び
大
企
業
へ
の
従
属
的
性
格
の
強
化
を
伴
う
低
生
産
性
に
よ
る

経
済
的
脆
弱
性
ゆ
え
に
、
経
済
力
格
差
が
著
し
く
大
き
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
戦
後
の
日
本
は
、
先
進
国
に
遅
れ
て
発
達
し

た
が
ゆ
え
に
、
労
働
者
は
廉
価
労
働
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
流
れ
が
是
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
中
小
企
業
の
劣
悪
な
労
働
条
件
と
し
て

定
着
し
、
企
業
格
差
と
見
合
う
賃
金
格
差
と
な
っ
て
現
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
雇
用
構
造
の
大
き
な
不
均
衡
が
あ
る
。
製
造
業

全
体
に
占
め
る
従
業
員
の
規
模
別
構
成
比
率
は
一
〇
〇
人
未
満
の
事
業
所
に
お
い
て
六
割
を
超
え
、
潜
在
的
失
業
者
等
の
雇
用
の
場
と

な
っ
て
お
り
、
低
い
生
産
性
と
低
賃
金
に
よ
っ
て
、
不
安
定
な
経
営
基
盤
が
象
徴
さ
れ
て
い
た
。
二
重
構
造
と
は
、
大
企
業
と
中
小
企

業
と
の
格
差
に
よ
っ
て
生
じ
た
中
小
企
業
の
労
働
基
準
法
が
遵
守
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
無
法
状
態
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

た
中
小
企
業
の
低
賃
金
・
低
労
働
条
件
が
組
織
労
働
者
の
賃
上
げ
を
阻
害
す
る
と
い
う
状
況
が
労
働
市
場
全
体
の
低
賃
金
化
を
招
い
た

こ
と
と
、
近
代
的
な
大
企
業
と
非
近
代
的
な
中
小
企
業
が
共
存
す
る
と
い
う
二
重
構
造
経
済
を
さ
す
。
そ
し
て
、
合
同
労
組
は
、「
日

本
の
産
業
の
合
理
化
過
程
に
お
け
る
労
使
関
係
の
闘
争
的
展
開
と
も
い
う
べ
き
中
小
企
業
の
労
働
争
議
を
背
景
と
し
て
、
そ
の
生
成
へ

（
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論　　　説

の
過
程
を
辿
っ
た
」。
合
理
化
過
程
の
第
一
次
は
、
一
九
五
三
年
一
〇
月
以
降
の
デ
フ
レ
政
策
で
あ
り
、
賃
上
げ
闘
争
が
深
刻
化
し
た

こ
と
、
第
二
次
は
、
デ
フ
レ
化
政
策
の
成
功
に
よ
っ
て
雇
用
数
が
拡
大
し
た
一
方
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
す
る
技
術
革
新
に

基
づ
き
、
解
雇
や
低
賃
金
が
問
題
と
な
っ
て
労
使
紛
争
が
生
じ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
「
日
本
産
業
の
合
理
化
過
程
こ
そ
は
、

合
同
労
組
生
成
の
現
実
的
過
程
で
も
あ
る
」。

　

一
九
五
五
年
当
時
の
労
働
省
は
、「（
筆
者
注
・
一
九
五
四
年
）
下
半
期
以
降
の
上
昇
を
中
心
に
名
目
賃
金
は
年
平
均
で
六
％
近
く
増

加
し
た
が
、
こ
の
増
加
率
の
う
ち
に
は
労
働
者
の
年
令
構
成
の
老
令
（
マ
マ
）
等
に
と
も
な
う
上
昇
分
が
若
干
が
（
マ
マ
）
ふ
く
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
賃
金
格
差
の
点
で
も
、
年
令
別
、
職
別
あ
る
い
は
常
用
、
臨
時
・
日
雇
労
働
者
別
等
の
格
差
は
若
干
拡
大
し
、
製
造

業
の
規
模
別
の
賃
金
格
差
も
下
半
期
に
入
っ
て
か
ら
ふ
た
た
び
拡
大
の
傾
向
を
み
せ
た
。」
と
指
摘
し
、
ま
た
、「
労
働
争
議
統
計
の
上

に
あ
ら
わ
れ
た
争
議
に
つ
い
て
み
て
も
、
参
加
人
員
一
〇
〇
人
以
上
の
争
議
の
件
数
が
、
総
争
議
で
二
九
年
（
筆
者
注
・
一
九
五
四

年
）
と
ほ
ぼ
同
数
、
争
議
行
為
を
と
も
な
う
争
議
で
は
若
干
減
少
し
て
い
る
の
に
、
参
加
人
員
一
〇
〇
人
未
満
の
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
一

割
五
分
程
度
二
九
年
（
筆
者
注
・
一
九
五
四
年
）
を
上
廻
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
要
求
事
項
別
の
争
議
件
数
割
合
に
お
い
て
も
、
一
般

に
規
模
の
小
さ
い
と
こ
ろ
で
は
賃
金
減
額
反
対
、
解
雇
反
対
等
の
消
極
的
要
求
の
割
合
が
高
く
、
産
業
に
よ
つ
て
好
況
不
況
の
程
度
は

違
う
が
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
概
し
て
大
企
業
ほ
ど
の
好
転
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。」
と
指
摘
す
る
。
こ

の
よ
う
な
一
九
五
五
年
当
時
の
経
済
情
勢
・
労
働
市
場
の
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
合
同
労
組
は
、
半
ば
必
然
的
に
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
社
会
現
象
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　（
三
）
合
同
労
組
の
定
義

　

法
律
上
、
合
同
労
組
の
定
義
規
定
は
な
い
。
行
政
実
務
や
学
説
は
、
合
同
労
組
の
結
成
第
二
期
以
降
、
合
同
労
組
を
以
下
の
よ
う
に

定
義
し
て
き
た
。
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合同労組の意義と組織的特徴から生じる労組法上の課題（一）

　
ア
．
行
政
に
よ
る
定
義

　

労
働
省
は
、
一
九
五
七
年
一
〇
月
現
在
、
合
同
労
組
を
「
主
と
し
て
中
小
企
業
労
働
者
を
組
織
化
す
る
た
め
に
、
地
域
ご
と
に
単
一

組
織
（
規
約
上
個
人
加
盟
と
す
る
こ
と
）
と
し
て
結
成
さ
れ
た
産
業
別
、
業
種
別
、
職
能
別
、
地
域
別
労
働
組
合
」
と
定
義
し
た
。
中

央
労
働
委
員
会
は
、
一
九
五
八
年
一
〇
月
現
在
、「
一
応
、
総
評
等
を
中
心
と
し
た
労
働
団
体
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
中
小
企
業
労
働
者

の
組
織
化
と
い
う
観
点
か
ら
組
織
さ
れ
た
企
業
横
断
組
合
」
で
、
原
則
的
に
「
地
域
的
な
単
一
組
織
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
」
労

働
組
合
と
し
た
。
な
お
、
中
央
労
働
委
員
会
は
、
二
〇
一
一
年
現
在
、
合
同
労
組
と
は
「
地
域
単
位
で
企
業
の
枠
を
超
え
て
労
働
者
を

組
織
す
る
労
働
組
合
を
言
い
、
主
に
中
小
企
業
の
労
働
者
が
個
人
加
盟
し
て
い
る
の
が
特
徴
。
具
体
的
に
は
「
合
同
労
組
」、「
一
般
労

組
」、「
地
域
ユ
ニ
オ
ン
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。

　

労
働
省
と
中
央
労
働
委
員
会
の
定
義
は
、
中
小
企
業
労
働
者
を
組
織
化
し
て
い
る
こ
と
、
地
域
単
位
で
あ
る
こ
と
、
個
人
加
入
で
あ

る
こ
と
、
企
業
横
断
的
な
い
し
超
企
業
的
で
あ
る
と
い
う
点
で
一
致
す
る
。

　

一
九
五
七
年
の
労
働
省
に
よ
る
合
同
労
組
の
定
義
は
、
企
業
別
組
合
以
外
の
労
働
組
合
を
総
称
し
た
も
の
で
あ
り
、
産
業
別
等
を
明

確
に
含
む
。
東
京
に
お
い
て
、
お
も
ち
ゃ
工
場
で
の
組
織
化
を
端
緒
に
製
造
業
を
中
心
と
し
て
合
同
労
組
の
組
織
化
が
図
ら
れ
て
い
っ

た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
合
同
労
組
は
、
中
小
企
業
の
う
ち
、
あ
る
特
定
の
産
業
・
職
種
に
属
す
る
中
小
企
業
に

焦
点
を
あ
て
て
組
織
化
を
図
っ
て
い
る
段
階
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
一
九
五
八
年
の
中
央
労
働
委
員
会
の
定
義
に
産
業
別

等
の
文
言
は
み
ら
れ
ず
、
合
同
労
組
は
、「
総
評
等
を
中
心
」
と
し
て
、「
労
働
団
体
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
で
組
織
化
が
図
ら
れ
た
地
域

性
を
有
す
る
労
働
組
合
と
位
置
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
一
年
の
中
央
労
働
委
員
会
の
定
義
に
、「
労
働
団
体
の
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
」
と
い
っ
た
文
言
は
み
ら
れ
な
い
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
労
働
団
体
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
に
よ
ら
ず

に
組
織
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
（
後
述
二
（
三
）
ウ
参
照
）
の
存
在
が
意
識
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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論　　　説

　
イ
．
学
説
に
よ
る
定
義

　

つ
ぎ
に
、
結
成
第
二
期
以
降
の
学
説
の
定
義
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　

江
原
又
七
郎
は
、
合
同
労
組
を
二
種
に
大
別
す
る
。
江
原
は
、
職
能
別
、
業
種
別
に
組
織
さ
れ
た
合
同
労
組
と
、
小
・
零
細
企
業
の

従
業
員
に
よ
っ
て
比
較
的
小
地
域
毎
に
組
織
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
地
域
別
組
合
を
挙
げ
、
後
者
の
多
く
は
、
そ
の
名
称
に
合
同
労
組
あ
る

い
は
、
一
般
合
同
労
組
の
名
称
を
用
い
て
い
た
と
指
摘
し
、
合
同
労
組
を
「
一
定
の
小
地
域
の
職
能
別
・
業
種
別
の
労
働
者
の
横
断
的

組
織
、
お
よ
び
職
能
業
種
を
超
え
た
一
定
の
小
地
域
の
労
働
者
一
般
の
横
断
的
組
織
」
と
定
義
す
る
。
林
は
、「
中
小
企
業
に
お
け
る

企
業
横
断
の
組
織
」
で
あ
り
、
し
か
も
「
一
定
の
地
域
な
い
し
地
区
内
の
組
織
」
で
あ
る
と
し
、
そ
の
組
織
形
態
を
業
種
別
（
な
い
し

産
業
別
）・
職
種
別
（
な
い
し
職
能
別
）
お
よ
び
地
域
別
合
同
労
組
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
と
す
る
。
津
曲
蔵
之
丞
は
、
三
類
型
に
分

け
「
同
一
職
業
ま
た
は
産
業
に
属
す
る
中
小
企
業
の
従
業
員
を
横
断
的
に
結
成
」
す
る
も
の
、「
産
業
や
職
業
に
関
係
な
く
た
だ
地
域

的
に
横
断
的
に
中
小
企
業
の
従
業
員
を
包
括
し
て
結
成
」
す
る
も
の
、「
親
会
社
系
列
の
子
会
社
ま
た
は
下
請
会
社
の
従
業
員
を
横
断

的
に
結
成
し
た
」
も
の
と
す
る
。
石
井
照
久
は
、「
労
働
者
が
地
域
別
ま
た
は
業
種
別
に
、
企
業
と
は
関
係
な
く
結
成
す
る
労
働
組
合

で
あ
っ
て
、
中
小
企
業
に
お
い
て
利
用
さ
れ
て
い
る
労
働
組
合
の
特
殊
な
型
」
と
す
る
。
本
多
淳
亮
は
、「
個
人
加
入
を
原
則
と
し
た

地
域
的
規
模
の
単
位
労
働
組
合
」
と
し
、「
一
般
的
に
は
、
中
小
企
業
労
働
者
の
組
織
化
の
た
め
の
企
業
横
断
組
合
な
い
し
超
企
業
組

織
と
い
う
程
度
に
漠
然
と
捉
え
ら
れ
て
」
お
り
、「
産
業
別
な
い
し
、
業
種
別
組
織
、
職
種
別
組
織
、
地
域
別
組
織
の
三
つ
に
分
類
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。
渡
辺
健
二
は
、「
二
つ
以
上
の
中
小
企
業
の
労
働
者
が
地
域
ご
と
に
産
業
別
、
職
能
別

に
、
ま
た
は
産
業
、
職
能
に
か
か
わ
り
な
く
組
織
し
た
、
個
人
加
入
単
位
組
合
ま
た
は
単
一
組
織
の
労
働
組
合
」
と
す
る
。
石
川
吉
右

衛
門
は
、「
中
小
企
業
で
働
く
、
ま
た
は
、
働
く
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
労
働
者
が
、
一
定
の
地
域
に
お
い
て
、
超
経
営
的
（
横
断

的
）
に
職
業
別
・
産
業
別
に
、
ま
た
は
職
業
産
業
に
か
か
わ
り
な
く
、
組
織
す
る
労
働
組
合
」
で
あ
る
と
す
る
。
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合同労組の意義と組織的特徴から生じる労組法上の課題（一）
　

菅
野
和
夫
は
、「
中
小
企
業
労
働
者
を
組
織
対
象
と
し
、
企
業
の
内
部
で
は
な
く
一
定
地
域
を
団
結
の
場
と
し
て
組
織
さ
れ
た
労
働

組
合
で
あ
り
、
個
人
加
入
の
一
般
労
組
を
純
粋
型
と
す
る
も
の
」
と
す
る
。
呉
学
殊
は
、
合
同
労
組
を
「「
企
業
や
職
種
・
産
業
の
枠

に
こ
だ
わ
ら
な
い
」「
個
人
加
盟
で
き
る
」「
一
定
地
域
を
基
盤
に
」、
そ
し
て
主
に
「
中
小
企
業
労
働
者
」
が
加
入
す
る
労
働
組
合
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
」」
と
し
て
捉
え
、「
合
同
労
組
と
は
、
当
該
組
合
の
規
約
に
賛
同
す
る
労
働
者
で
あ
れ
ば
個
人
の
誰
で
も
組
織
で
も
加

入
で
き
て
一
定
地
域
を
基
盤
に
労
働
三
権
を
行
使
す
る
労
働
組
合
」
と
定
義
す
る
。
荒
木
尚
志
は
、「
日
本
で
は
地
域
単
位
で
企
業
の

枠
を
超
え
て
労
働
者
を
組
織
す
る
一
般
組
合
（
し
ば
し
ば
「
合
同
労
組
」、
最
近
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
」
と
称
さ
れ
る
）」

と
す
る
。

　

従
前
の
学
説
（
菅
野
・
呉
・
荒
木
以
外
）
は
、
か
つ
て
の
行
政
の
定
義
と
同
様
に
、
合
同
労
組
の
一
態
様
と
し
て
産
業
別
や
職
種
別

を
位
置
付
け
て
い
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
近
年
の
学
説
（
菅
野
・
呉
・
荒
木
）
に
そ
の
よ
う
な
文
言
は
見
ら
れ
ず
、
近

年
の
学
説
は
地
域
性
を
有
す
る
こ
と
、
超
企
業
的
で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
荒
木
は
、
主
と
し
て
中
小
企
業
の
労
働
者
を
組
織

化
の
対
象
と
す
る
と
い
う
点
を
、
定
義
に
含
め
な
い
。
こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
の
出
現
に
よ
っ
て
、
組
織
化
の
対
象
と

さ
れ
る
労
働
者
が
中
小
企
業
労
働
者
に
限
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
後

述
二
（
三
）
ウ
参
照
）。

　
ウ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン

　

一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
合
同
労
組
運
動
は
低
迷
し
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
、
活
発
に
活
動
す
る
合
同
労
組
は
一
部
の
地
域
に
み

ら
れ
る
程
度
と
な
っ
た
。
合
同
労
組
の
こ
う
し
た
状
況
も
あ
っ
て
か
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
が
組

織
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
は
、
基
本
的
に
上
部
団
体
に
属
さ
な
い
、
独
立
し
た
労
働
組
合
で
あ
り
、
そ
の

活
動
は
一
様
で
は
な
い
も
の
の
、
労
働
紛
争
の
解
決
運
動
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
。

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）

（阪大法学）69（5-35）　853 〔2020. 1 〕



論　　　説
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
は
、
実
務
及
び
学
説
の
一
部
に
お
い
て
、
合
同
労
組
に
含
む
と
解
さ
れ
て
い
る
（
前
述
二
（
三
）
ア
、

イ
参
照
）。
し
か
し
、
合
同
労
組
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
に
は
、
い
く
つ
か
の
相
違
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
そ
れ
ら

の
相
違
点
が
、
労
組
法
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
の
か
。
法
解
釈
上
、
特
筆
す
べ
き
点
が
あ
る
場
合
に
は
、
合
同

労
組
と
は
、
別
個
の
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
合
同
労
組
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
の
相

違
点
に
つ
い
て
確
認
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
を
合
同
労
組
に
含
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
は
、「
個
々
の
労
働
者
、
と
く
に
企
業
別
組
合
か
ら
排
除
さ
れ
た
パ
ー
ト
・
派
遣
な
ど
の
非
正
規
労
働

者
や
管
理
職
な
ど
が
地
域
ご
と
に
結
成
す
る
地
域
ユ
ニ
オ
ン
」、
あ
る
い
は
、「
地
域
社
会
に
根
を
も
っ
た
労
働
組
合
と
し
て
、
パ
ー
ト

で
も
派
遣
で
も
、
外
国
人
で
も
、
だ
れ
で
も
一
人
で
も
メ
ン
バ
ー
に
な
れ
る
労
働
組
合
」
で
あ
る
。
主
と
し
て
中
小
企
業
労
働
者
を
組

織
し
て
き
た
従
前
の
合
同
労
組
と
は
、
組
織
化
の
対
象
と
な
る
労
働
者
層
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。

　

合
同
労
組
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
で
は
、
当
事
者
の
意
識
の
違
い
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
呉
は
、
当
事
者
の
主
観
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
は
新
し
い
労
働
運
動
の
先
駆
者
で
あ
る
と
の
自
負
が
あ
り
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン

を
合
同
労
組
の
中
に
入
れ
る
こ
と
は
ユ
ニ
オ
ン
当
事
者
に
は
戸
惑
い
を
与
え
る
」
と
指
摘
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
第
一
に
合
同
労
組

は
、
企
業
別
労
働
組
合
の
集
合
体
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
こ
と
、
第
二
に
労
働
協
約
締
結
権
は
基
本
的
に
各
単
組
が
有
し
て
い
る
こ

と
、
第
三
に
合
同
労
組
は
個
人
の
直
接
加
入
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
弱
く
、
積
極
的
に
個
人
の
労
働
紛
争
の
解
決
を
図
っ
て
い
る
と
は
い

え
な
い
こ
と
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
浜
村
彰
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
に
つ
い
て
「
企
業
世
界
と
距
離
を
お
く
個
々
の
労
働
者
の

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
参
加
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
」、
合
同
労
組
運
動
を
超
え
て
「
地
域
で
働
き
生
活
す
る
も
の
の
自
立
の
場
と
し
て
大
き

な
期
待
」
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

武
谷
嘉
之
は
、
呉
・
浜
村
な
ど
が
合
同
労
組
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン
の
相
違
に
つ
い
て
言
及
し
た
内
容
を
「
合
同
労
組
と
コ
ミ
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合同労組の意義と組織的特徴から生じる労組法上の課題（一）

ュ
ニ
テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン
の
概
念
上
の
相
違
」
と
し
て
、
①
組
織
化
の
方
針
、
②
組
織
化
の
主
体
、
③
活
動
内
容
・
機
能
の
中
心
、
④
社
会

運
動
的
性
格
、
⑤
分
会
・
支
部
と
本
部
の
関
係
、
⑥
全
国
組
織
の
六
点
を
挙
げ
て
表
に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
概
ね
次
の
通

り
で
あ
る
。

　

①
組
織
化
の
方
針
に
つ
き
、
合
同
労
組
は
、
中
小
企
業
労
働
者
を
組
織
化
の
対
象
と
し
て
、
中
小
企
業
に
既
存
の
企
業
別
組
合
を
取

り
込
ん
だ
り
、
新
た
に
中
小
企
業
内
に
企
業
別
組
合
を
組
織
し
た
り
す
る
可
能
性
を
残
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
実
態
は
さ
て
お
き
企

業
別
組
合
の
集
合
体
と
認
識
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
一
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
は
、
合
同
労
組
に
比
し
て
地
域
密
着

性
が
よ
り
高
く
、
地
域
組
合
と
し
て
の
信
念
を
有
し
、「
企
業
別
組
合
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
結
成
」
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。

　

②
組
織
化
の
主
体
に
つ
き
、
合
同
労
組
は
既
存
組
織
の
オ
ル
グ
を
主
体
と
し
て
「
上
か
ら
の
組
織
化
」
が
図
ら
れ
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
は
自
然
発
生
的
に
個
人
を
主
体
と
し
て
地
域
ご
と
に
誕
生
し
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
な
お
、
合
同
労
組
は
、
個
人
が
直

加
入
で
き
る
組
織
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
弱
い
と
も
指
摘
さ
れ
る
。

　

③
活
動
内
容
・
機
能
の
中
心
に
つ
き
、
合
同
労
組
は
、
主
と
し
て
「
団
体
交
渉
や
労
働
協
約
に
よ
る
労
働
条
件
の
統
一
的
規
制
活

動
」
を
行
い
、「
個
人
の
労
働
紛
争
解
決
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
」。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
は
、
統
一
的
規
制

を
志
向
し
て
お
ら
ず
、
労
働
者
の
個
別
的
な
利
益
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
志
向
す
る
相
談
型
・
苦
情
処
理
型
の
ユ
ニ
オ
ン
で
あ
る
と
指

摘
さ
れ
る
。

　

④
社
会
運
動
的
性
格
に
つ
き
、
合
同
労
組
は
憲
法
・
沖
縄
問
題
等
の
社
会
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
多
い
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ

ニ
オ
ン
は
地
域
の
生
活
者
あ
る
い
は
市
民
の
視
点
か
ら
、
幅
広
い
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

　

⑤
分
会
・
支
部
と
本
部
の
関
係
に
つ
き
、
合
同
労
組
は
労
働
協
約
締
結
権
限
を
基
本
的
に
単
組
が
有
し
て
い
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
の
場
合
は
本
部
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
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論　　　説
　

⑥
全
国
組
織
に
つ
き
、
合
同
労
組
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
上
下
関
係
で
あ
る
の
に
対
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ

ニ
オ
ン
の
場
合
は
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

　

武
谷
は
、
以
上
の
よ
う
に
呉
・
浜
村
な
ど
の
見
解
を
通
じ
て
研
究
者
・
当
事
者
の
認
識
を
ま
と
め
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
概
念
区
分
に

対
し
一
定
の
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
前
述
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
の
機
能
・
特
徴
は
、
合
同
労
組
で
あ
る
大
阪
地
域
合
同
労

組
も
有
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
現
代
ま
で
活
動
を
続
け
る
合
同
労
組
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
分
類
で
は
足
り
ず
、
合
同
労
組
の
活
動

状
況
、
時
代
変
化
へ
の
対
応
、
合
同
労
組
自
体
の
あ
り
方
の
変
化
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
と
し
、
大
企
業
を
中
心
と
し
た
企

業
別
組
合
で
は
な
い
労
働
組
合
の
あ
り
方
と
し
て
、
合
同
労
組
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
を
必
要
以
上
に
区
別
す
る
必
要
は
な
い

と
指
摘
す
る
。
な
お
、
高
須
裕
彦
は
、
合
同
労
組
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
を
所
属
な
い
し
上
部
団
体
の
種
別
と
時
制
に
よ
っ
て

形
式
的
に
区
分
し
、
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
す
る
主
と
し
て
八
〇

年
代
以
降
に
結
成
さ
れ
た
地
域
合
同
労
組
」
で
あ
る
と
し
、
合
同
労
組
は
「
主
と
し
て
七
〇
年
代
ま
で
に
結
成
さ
れ
た
全
国
一
般
労
働

組
合
の
地
方
組
織
」
等
と
説
明
す
る
。

　

武
谷
は
、「
名
称
や
、
加
盟
組
織
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
違
い
で
は
な
く
、
労
使
関
係
に
お
い
て
実
際
に
果
た
し
て
い
る
機
能
、
不
安

定
な
雇
用
環
境
に
あ
る
労
働
者
の
生
活
に
果
た
し
て
い
る
役
割
に
注
目
し
て
分
析
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
た
し
か
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
と
従
来
の
合
同
労
組
は
、
成
立
の
経
緯
や
当
事
者
の
意
識
な
ど
に
違
い
は
み
ら
れ
、
役
割
も
異
な
っ
て
い
る

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
労
組
法
と
の
関
係
で
は
、
前
述
⑤
の
労
働
協
約
締
結
権
限
の
所
在
の
ほ
か
は
、
特
に
区
分
す
る

実
益
は
な
い
。
ま
た
、
武
谷
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
現
代
に
お
い
て
、
合
同
労
組
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
は
少
な
く
と
も
、
限

り
な
く
近
く
、
重
な
り
合
う
性
質
を
有
す
る
存
在
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
は
、
時
制
的
に
比
較
的
新
し
い

合
同
労
組
で
あ
る
と
い
う
程
度
の
イ
メ
ー
ジ
に
と
ど
め
、
合
同
労
組
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
を
含
め
て
論
を
す
す
め
る
。
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合同労組の意義と組織的特徴から生じる労組法上の課題（一）

　
エ
．
定
義
の
検
討

　

合
同
労
組
の
成
立
の
経
緯
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
の
存
在
を
踏
ま
え
、
前
述
の
定
義
を
参
考
に
、
現
代
の
合
同
労
組
の
定
義

に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
。

　

ま
ず
、
呉
は
「
当
該
組
合
の
規
約
に
賛
同
す
る
」
と
い
う
要
件
を
加
え
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
規
約
不
備
組

合
は
労
組
法
の
手
続
き
に
参
与
す
る
資
格
を
与
え
ら
れ
ず
、
法
的
救
済
を
十
分
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
労
組
法
五
条
二
項
）
の

で
あ
り
、
多
く
の
労
働
組
合
は
規
約
を
有
し
て
い
る
。
規
約
を
有
し
て
い
る
組
合
が
、
規
約
に
賛
同
す
る
こ
と
を
加
入
条
件
と
し
な
い

こ
と
は
想
定
し
に
く
く
、
明
示
的
あ
る
い
は
黙
示
的
に
規
約
に
賛
同
す
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

規
約
に
賛
同
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
の
は
、
合
同
労
組
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

　

ま
た
、「
一
定
の
地
域
」
あ
る
い
は
「
地
域
単
位
」
と
い
う
の
は
、
結
成
第
二
期
の
特
徴
と
言
え
る
も
、
現
代
に
お
い
て
は
、
必
ず

し
も
妥
当
し
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
日
本
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
入
れ
る
と
し
て
「
一
定
地
域
を
基
盤
」
と
し
な
い

組
合
も
存
在
す
る
。
ま
た
、
二
〇
一
六
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
数
は
、
二
〇
一
五
年
よ
り
三
八
万
人
増
加
し
て
一
億
八
四
万
人
、

人
口
普
及
率
は
八
三
・
五
％
（
前
年
比
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
な
っ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
者
数
・
人
口
普
及
率
は
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
替
す
る
手
段
が
登
場
す
れ
ば
別
と
し
て
、
こ
の
傾
向
は
今
後
も
続
く
と
推

測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
広
告
方
法
は
、
一
定
の
技
術
・
知
識
さ
え
あ
れ
ば
、
比
較
的
安
価
で
あ
り
導
入
し

や
す
く
、
組
合
員
を
募
集
し
た
い
合
同
労
組
に
と
っ
て
も
、
利
用
価
値
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
労
働
者
は
、
地

域
を
第
一
条
件
と
せ
ず
、
労
働
組
合
の
趣
旨
目
的
、
規
約
、
活
動
状
況
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
、
よ
り
広
範
囲
か
ら
自
分
に
適
し
た

労
働
組
合
を
選
択
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
合
同
労
組
も
地
域
を
限
定
す
る
こ
と
な
く
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
今
後
は
さ
ら
に
合
同

労
組
か
ら
地
域
性
が
失
わ
れ
て
い
く
と
推
測
さ
れ
る
。
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合
同
労
組
の
沿
革
か
ら
、
少
数
組
合
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、
企
業
別
組
合
が
存
在
す
る
企
業
に
つ

い
て
は
、
企
業
別
組
合
が
多
数
組
合
と
な
る
の
が
通
常
で
あ
る
か
ら
、
合
同
労
組
が
少
数
組
合
で
あ
る
場
合
の
方
が
多
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
中
小
企
業
で
は
、
企
業
別
組
合
が
存
在
し
な
い
場
合
等
、
合
同
労
組
そ
の
も
の
が
多
数
組
合
に
な
り
得
る
。
し
た
が
っ
て
、

少
数
組
合
で
あ
る
こ
と
を
合
同
労
組
の
定
義
に
加
え
る
こ
と
は
控
え
た
い
。

　

現
代
の
合
同
労
組
は
、
中
小
企
業
の
未
組
織
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、
大
企
業
の
労
働
者
も
組
織
化
の
対
象
と
し
て
お
り
、
企
業
の
枠

を
超
え
て
組
織
化
を
進
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
企
業
の
労
働
者
で
あ
っ
て
も
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣
労
働
者
等
の
非
正
規

雇
用
労
働
者
、
外
国
人
労
働
者
、
企
業
別
組
合
か
ら
脱
退
等
し
た
労
働
者
等
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
労
働
者
も
合
同
労
組
の
組
織
化
の
対

象
で
あ
る
。

　

合
同
労
組
の
中
に
は
、
下
部
組
織
と
し
て
支
部
等
に
あ
た
る
単
位
扱
組
合
を
有
す
る
単
一
組
織
組
合
と
し
て
の
合
同
労
組
が
あ
る
。

例
え
ば
、
あ
る
企
業
に
当
初
は
一
人
し
か
合
同
労
組
の
組
合
員
が
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
当
該
企
業
内
に
お
い
て
、
次
第
に
組
合
員

を
増
や
し
少
数
組
合
と
な
る
場
合
や
、
企
業
内
の
少
数
組
合
が
上
部
団
体
の
支
援
を
期
待
し
て
合
同
労
組
に
加
盟
す
る
場
合
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
検
討
し
た
結
果
、
合
同
労
組
は
、
企
業
横
断
的
な
超
企
業
的
組
合
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
中
小
企
業
労
働
者
や
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
な
労
働
者
を
組
織
化
の
対
象
と
す
る
労
働
組
合
で
あ
る
と
い
え
る
。
合
同
労
組
に
は
、
一
定
の
地
域
を
中
心
に
活
動
す
る

も
の
、
個
人
加
入
を
原
則
と
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
、
単
一
組
織
組
合
で
あ
る
も
の
な
ど
様
々
な
特
徴
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
と
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　（
四
）
合
同
労
組
の
現
状

　

合
同
労
組
に
お
い
て
男
性
の
占
め
る
割
合
は
、
六
割
台
前
半
で
あ
る
。
日
本
全
国
の
全
組
合
員
の
男
性
割
合
は
二
〇
一
七
年
度
に
お

い
て
六
七
％
台
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
相
対
的
に
女
性
が
多
い
と
い
え
る
。
合
同
労
組
の
正
社
員
比
率
は
、
五
〇
％
台
後
半
で
推

（
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移
し
て
お
り
、
日
本
全
国
の
全
組
合
員
に
お
け
る
正
社
員
の
割
合
は
、
お
よ
そ
八
八
％
で
あ
る
。
正
社
員
比
率
は
、
合
同
労
組
の
方
が

極
め
て
低
い
。

　

大
阪
地
域
合
同
労
組
を
例
に
挙
げ
る
と
、
同
組
合
は
二
〇
一
七
年
五
月
現
在
、
組
合
員
数
は
お
よ
そ
七
〇
〇
人
、
男
女
比
で
は
女
性

が
か
な
り
多
く
、
二
〇
一
六
年
現
在
、
仕
事
量
的
に
は
組
合
専
従
を
一
名
か
ら
三
名
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
あ
る
。

　

前
述
し
た
呉
の
調
査
結
果
は
、
一
部
の
合
同
労
組
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
武
谷
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
合
同
労
組
の
例
に
し
か

過
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
一
般
化
で
き
る
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
、
呉
お
よ
び
武
谷
、
合
同
労
組
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン

の
発
生
経
緯
や
非
正
規
雇
用
に
女
性
の
割
合
が
多
い
こ
と
等
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
合
同
労
組
の
組
合
員
構
成
の
傾
向
と
し
て
は
、
正

社
員
以
外
が
多
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
相
対
的
に
女
性
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
指
摘
で
き
る
。

　（
五
）
合
同
労
組
の
意
義

　

合
同
労
組
の
特
徴
は
、
第
一
に
超
企
業
的
・
横
断
的
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
超
企
業
的
で
あ
る
こ
と
は
、
産
業
別
組
合
・

職
業
別
組
合
も
同
様
に
指
摘
さ
れ
る
。
合
同
労
組
と
こ
れ
ら
の
労
働
組
合
と
の
差
異
は
、
組
織
化
の
対
象
と
な
る
労
働
者
に
あ
る
。
産

業
別
組
合
は
特
定
の
産
業
に
従
事
す
る
者
を
組
織
化
の
対
象
と
し
、
職
種
別
組
合
は
特
定
の
職
種
に
従
事
す
る
者
を
組
織
化
の
対
象
と

す
る
。
合
同
労
組
は
、
未
組
織
労
働
者
が
中
小
企
業
に
多
い
こ
と
か
ら
中
小
企
業
と
い
う
企
業
規
模
を
意
識
し
、
主
と
し
て
中
小
企
業

労
働
者
の
組
織
化
を
は
か
っ
て
き
た
。
こ
れ
が
、
第
二
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
三
の
特
徴
は
、
現
代
の
合
同
労
組
に
み
ら
れ
る

特
徴
で
あ
り
、
多
様
な
労
働
者
を
組
織
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
現
代
の
合
同
労
組
は
、
中
小
企
業
の
労
働
者
の
ほ
か
に
、
非
正
規
雇

用
労
働
者
等
の
よ
う
に
大
企
業
の
企
業
別
組
合
に
加
入
で
き
な
い
者
や
企
業
別
組
合
に
何
ら
か
の
理
由
で
加
入
し
な
い
者
、
当
該
産

業
・
当
該
職
種
に
産
業
別
組
合
・
職
種
別
組
合
が
な
い
た
め
に
労
働
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
、
あ
る
い
は
労
働
契
約
と

異
な
る
役
務
提
供
契
約
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
般
的
に
は
労
働
組
合
へ
の
加
入
が
は
ば
か
ら
れ
る
者
な
ど
、
多
種
多
様
な
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労
働
者
あ
る
い
は
労
働
者
性
が
明
ら
か
で
な
い
役
務
提
供
者
を
組
織
し
て
い
る
。

　

合
同
労
組
は
、
超
企
業
的
と
い
う
点
か
ら
、
一
企
業
に
お
け
る
絶
対
的
な
意
味
に
と
ど
ま
ら
ず
、
複
数
企
業
に
お
け
る
相
対
的
な
意

味
で
の
労
働
条
件
の
維
持
・
向
上
に
貢
献
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
組
織
化
の
対
象
と
な
る
労
働
者
が
多
種
多
様
で
あ
り
、
幅
広

い
労
働
者
を
組
織
す
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
多
く
の
者
を
も
れ
な
く
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
般
に
社
会
的
弱
者
と
い
わ
れ
る
労
働
者

層
の
救
済
が
期
待
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
合
同
労
組
は
、
活
用
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、
社
会
全
体
と
し
て
の
労
働
環
境
の
維
持
・
改
善

に
寄
与
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
超
企
業
的
に
労
働
者
が
組
織
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
企
業
別
組
合
と
は
異
な
っ
た
法
的
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
。
ま
た
、

多
種
多
様
な
労
働
者
あ
る
い
は
、
労
働
者
性
が
明
ら
か
で
な
い
役
務
提
供
者
を
組
織
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
が
な
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
法
的
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
る
。
法
学
的
な
意
味
で
の
合
同
労
組
の
意
義
は
、
前
述
し
た
合
同
労
組
の
定

義
や
現
状
、
三
に
お
い
て
後
述
す
る
組
織
的
特
徴
を
踏
ま
え
て
、
労
組
法
全
体
を
俯
瞰
し
つ
つ
、
解
釈
・
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
見

出
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
四
・
五
に
お
い
て
、
そ
の
一
部
を
検
討
す
る
。

三
．
合
同
労
組
の
組
織
的
特
徴

　

合
同
労
組
は
、
構
成
員
・
資
金
・
活
動
形
態
等
の
面
に
お
い
て
、
企
業
別
組
合
と
は
異
な
っ
た
特
徴
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
の
違
い
が
、

企
業
別
組
合
と
は
異
な
っ
た
法
的
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
。
そ
こ
で
、
法
的
問
題
を
論
じ
る
前
提
と
し
て
、
企
業
別
組
合
と
合
同
労
組
の

違
い
に
つ
い
て
、
松
井
保
彦
の
知
見
を
ベ
ー
ス
に
、
私
見
を
述
べ
る
。
松
井
は
、
①
組
合
員
の
範
囲
、
②
組
合
員
の
資
格
、
③
組
合
役

員
の
資
格
、
④
組
合
の
地
位
と
役
割
、
⑤
組
合
費
の
五
つ
に
区
分
し
て
相
違
点
を
ま
と
め
て
お
り
、
基
本
的
に
は
松
井
の
項
目
立
て
に

依
拠
し
つ
つ
、
⑤
組
合
費
を
（
五
）
組
合
財
源
と
し
て
組
合
の
収
入
源
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
と
し
、
最
後
に
（
六
）
組
合
財
政
の
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項
目
を
追
加
し
て
主
に
支
出
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

　（
一
）
組
合
員
の
範
囲

　

企
業
別
組
合
は
組
合
員
を
「
特
定
の
企
業
・
事
業
所
内
の
正
規
従
業
員
に
限
定
」
し
、
非
正
規
従
業
員
を
組
合
の
範
囲
か
ら
除
外
す

る
が
、
合
同
労
組
は
「
地
域
ご
と
に
個
人
加
入
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
労
働
組
合
」
で
あ
り
、
組
合
員
を
特
定
企
業
の
従
業
員
に
限
定

し
な
い
た
め
、
労
組
法
二
条
但
書
一
号
に
「
抵
触
し
な
け
れ
ば
、
誰
で
も
組
合
員
に
な
れ
る
」
と
松
井
は
指
摘
す
る
。

　

松
井
は
、
組
合
規
約
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
が
、
企
業
別
組
合
も
合
同
労
組
も
組
合
規
約
で
ど
の
よ
う
に
組
合
員
の
範
囲
を
定

め
る
か
と
い
う
点
は
共
通
す
る
。
た
だ
、
現
状
の
組
合
員
の
範
囲
を
み
る
と
、
企
業
別
組
合
は
、
特
定
の
企
業
・
事
業
所
内
に
組
織
さ

れ
、
主
と
し
て
正
規
労
働
者
を
対
象
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
近
年
で
は
必
ず
し
も
非
正
規
雇
用
労
働
者
は
除
か
れ
て
い
な
い
。
合
同
労

組
は
、
中
小
企
業
労
働
者
を
組
織
化
の
対
象
と
し
て
き
た
が
、
近
年
で
は
、
パ
ー
ト
、
派
遣
労
働
者
な
ど
の
非
正
規
雇
用
労
働
者
、
あ

る
い
は
外
国
人
労
働
者
の
ほ
か
、
企
業
別
組
合
か
ら
脱
退
等
し
た
労
働
者
な
ど
、
企
業
別
組
合
に
組
織
さ
れ
な
い
者
を
包
括
的
に
組
織

対
象
と
す
る
。
地
域
性
は
、
松
井
の
い
う
よ
う
に
従
来
の
合
同
労
組
の
特
徴
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
現
代
の
合
同
労
組
は
、
全
国
ど

こ
か
ら
で
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
希
薄
で
あ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

　（
二
）
組
合
員
の
資
格

　

企
業
別
組
合
で
は
、
特
定
の
企
業
を
退
職
し
た
場
合
に
組
合
員
資
格
を
自
動
的
に
喪
失
す
る
が
、
合
同
労
組
で
は
組
合
員
が
「
特
定

の
企
業
で
失
職
し
、
雇
用
先
を
変
え
て
も
、
あ
る
い
は
失
業
中
で
あ
っ
て
も
、
定
年
に
な
っ
て
労
働
者
生
活
か
ら
引
退
し
て
も
、
組
合

員
資
格
を
失
う
こ
と
は
な
い
」
た
め
、
自
ら
の
意
思
で
脱
退
す
る
か
、
組
合
か
ら
除
名
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
労
組
法
二
条
但
書
一
号

の
管
理
監
督
的
地
位
を
得
て
組
合
員
に
当
て
は
ま
ら
な
く
な
っ
た
場
合
で
な
け
れ
ば
組
合
員
資
格
を
喪
失
し
な
い
と
松
井
は
指
摘
す
る
。

　

企
業
別
組
合
の
組
合
員
資
格
は
特
定
企
業
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
合
同
労
組
の
組
合
員
資
格
は
属
人
的
で
あ
る
。
松
井
が

（
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指
摘
す
る
よ
う
に
、
合
同
労
組
が
規
約
上
、
失
業
者
や
労
働
者
生
活
を
引
退
し
た
も
の
に
組
合
員
資
格
を
認
め
る
場
合
が
あ
る
点
に
は

同
意
す
る
。
し
か
し
、
解
釈
上
、
長
期
に
わ
た
っ
て
失
業
中
の
場
合
や
労
働
者
生
活
を
引
退
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
一
般
的
に
労
組

法
上
の
労
働
者
と
し
て
組
合
員
資
格
を
有
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
が
残
る
。

　（
三
）
組
合
役
員
の
資
格

　

企
業
別
組
合
及
び
そ
の
上
部
団
体
は
、
当
該
企
業
の
従
業
員
の
中
か
ら
組
合
役
員
を
選
出
し
、
そ
の
者
が
組
合
専
従
者
と
な
る
場
合

に
は
、
当
該
専
従
者
は
一
時
的
に
会
社
業
務
か
ら
離
れ
る
。
合
同
労
組
の
組
合
役
員
は
、
組
合
員
の
中
か
ら
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、

職
業
的
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
は
、
合
同
労
組
の
承
認
の
も
と
に
任
命
、
採
用
さ
れ
る
と
松
井
は
指
摘
す
る
。

　

ま
ず
、
企
業
別
組
合
に
お
い
て
も
、
組
合
役
員
の
選
出
方
法
は
、
選
挙
に
よ
る
こ
と
が
珍
し
く
な
く
、
選
挙
に
よ
る
役
員
の
選
出
は

合
同
労
組
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
組
合
専
従
者
に
つ
き
、
企
業
別
組
合
の
場
合
、
多
く
の
専
従
者
は
企
業
と
の
雇
用
関
係
を
維
持

し
つ
つ
、
休
職
期
間
を
組
合
専
従
期
間
と
す
る
在
籍
専
従
が
通
例
で
あ
る
。
企
業
別
組
合
は
、
企
業
に
所
属
す
る
若
く
将
来
有
望
な
人

材
を
ス
カ
ウ
ト
し
、
数
年
間
、
そ
の
者
を
在
籍
専
従
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。
合
同
労
組
の
場
合
、
企
業
別
組
合
の
よ
う
に
人
材
確
保
を

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
専
従
者
の
年
齢
層
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
合
同
労
組
の
専
従
者
は
、
全
体
平
均
で
一
・
一
人
、
平
均
年
齢
は
、

五
三
・
八
歳
、
経
験
年
数
は
一
一
・
九
年
で
あ
る
。
な
お
、
在
籍
専
従
期
間
中
、
労
働
者
は
企
業
に
在
籍
し
て
い
る
が
就
労
し
て
い
な

い
（
休
職
中
）
の
で
あ
る
か
ら
当
該
企
業
か
ら
の
給
与
支
払
い
は
な
さ
れ
な
い
。
企
業
別
組
合
及
び
合
同
労
組
の
専
従
者
の
給
与
は
、

当
該
労
働
組
合
、
ま
た
は
、
そ
の
上
部
団
体
が
支
払
っ
て
い
る
。

　

組
合
専
従
者
に
対
し
て
企
業
か
ら
給
与
が
支
払
わ
れ
な
い
理
由
は
、
組
合
専
従
者
に
対
す
る
給
与
の
支
払
い
を
組
合
専
従
者
の
所
属

す
る
企
業
が
な
す
場
合
に
は
、
自
主
性
を
阻
害
す
る
も
の
と
し
て
、
当
該
支
払
い
が
労
働
組
合
に
対
す
る
経
理
上
の
援
助
（
労
組
法
二

条
但
書
二
号
）
に
該
当
し
、
ま
た
、
労
組
法
七
条
三
号
の
使
用
者
の
行
為
に
よ
る
労
働
組
合
の
自
主
性
・
組
織
力
の
侵
害
を
防
止
す
る

（
77
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と
い
う
趣
旨
に
も
反
し
、
支
配
介
入
の
不
当
労
働
行
為
（
労
組
法
七
条
三
号
）
に
該
当
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

企
業
別
組
合
と
組
織
形
態
が
異
な
る
合
同
労
組
の
組
合
専
従
者
へ
の
給
与
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
別
途
考
慮
を
要
す
る
（
詳
細
は
、
後

述
四
（
二
）
イ
（
イ
）
を
参
照
）。

　（
四
）
組
合
の
地
位
と
役
割

　

企
業
別
組
合
は
労
働
組
合
全
体
の
中
で
最
も
基
礎
的
な
統
合
単
位
で
あ
り
、
地
域
別
・
産
業
別
の
上
部
団
体
は
企
業
別
組
合
の
主
権

を
侵
害
す
る
こ
と
は
事
実
上
で
き
な
い
が
、
合
同
労
組
の
場
合
、「
労
働
組
合
と
組
合
員
の
権
利
・
義
務
関
係
は
、
合
同
労
組
と
組
合

員
の
間
に
成
立
」
し
、
企
業
に
は
合
同
労
組
の
支
部
・
分
会
が
組
織
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
合
同
労
組
の
統
制
下
に
置
か
れ
る
と
松
井
は
指

摘
す
る
。

　

松
井
の
い
う
組
合
の
地
位
と
役
割
と
い
う
の
は
、
労
働
組
合
全
体
に
お
け
る
当
該
労
働
組
合
種
別
の
位
置
付
け
と
、
意
思
決
定
の
レ

ベ
ル
が
事
実
上
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
、
解
釈
論
的
に
権
利
・
義
務
の
帰
属
先
は
ど
こ
か
と
い
う
問
題
意
識
の
表
れ

で
あ
る
と
理
解
し
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。
企
業
別
組
合
は
、
一
般
的
な
労
働
組
合
の
組
織
形
態
で
あ
り
、
上
部
団
体
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
当
該
企
業
別
組
合
が
意
思
決
定
を
行
う
。
ま
た
、
松
井
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
当
該
企
業
別
組
合
に
権
利
・
義
務
が
帰

属
す
る
と
い
え
よ
う
。
合
同
労
組
は
、
企
業
別
組
合
と
は
異
な
っ
た
特
殊
な
組
織
形
態
で
あ
り
、
個
々
の
企
業
に
支
部
・
分
会
が
置
か

れ
う
る
。
こ
れ
ら
の
支
部
・
分
会
に
意
思
決
定
権
は
な
く
、
合
同
労
組
の
本
部
に
意
思
決
定
権
が
あ
り
、
権
利
・
義
務
の
帰
属
主
体
も

合
同
労
組
の
本
部
と
な
る
。

　（
五
）
組
合
の
財
源

　

松
井
は
、
組
合
費
と
し
て
、
組
合
の
財
源
の
う
ち
、
組
合
費
・
上
納
金
・
交
付
金
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
松
井
に
よ
れ
ば
、
企

業
別
組
合
の
組
合
員
は
、
当
該
組
合
に
組
合
費
を
支
払
う
の
で
あ
り
、
地
域
別
・
産
業
別
連
合
会
（
当
該
組
合
の
上
部
団
体
の
こ
と
と
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思
わ
れ
る
）
の
収
入
源
は
、
組
合
単
位
で
支
払
わ
れ
る
上
納
金
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
企
業
別
組
合
の
組
合
員
が
上
部
団
体
に
直
接
組

合
費
を
支
払
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
一
方
、
合
同
労
組
の
組
合
費
は
、
個
々
の
組
合
員
が
賃
金
に
一
定
率
を
乗
じ
た
額
な
い
し
一
定

額
を
合
同
労
組
に
支
払
う
の
で
あ
り
、
支
部
・
分
会
の
活
動
費
は
合
同
労
組
か
ら
の
交
付
金
に
よ
る
。
な
お
、
こ
の
交
付
金
相
当
額
を

組
合
費
と
し
て
、
合
同
労
組
の
支
部
・
分
会
に
支
払
う
組
合
員
は
存
在
し
な
い
と
も
松
井
は
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
企
業
別
組
合
の
組
合
費
に
も
、
個
々
の
組
合
員
の
賃
金
に
一
定
率
を
乗
じ
た
も
の
、
定
額
に
よ
る
も
の
な
ど
様
々
な
も
の
が

あ
る
。
組
合
費
に
つ
い
て
、
企
業
別
組
合
と
合
同
労
組
の
違
い
を
指
摘
す
る
と
す
れ
ば
、
一
般
に
企
業
別
組
合
の
組
合
費
は
、
チ
ェ
ッ

ク
・
オ
フ
協
定
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
、
企
業
別
組
合
に
拠
出
さ
れ
る
が
、
合
同
労
組
の
場
合
は
、
チ
ェ
ッ
ク
・
オ
フ
協
定
等
に
よ
る
組

合
費
を
確
保
す
る
手
段
が
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
企
業
別
組
合
は
、
ユ
ニ
オ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ
協
定
等
に
よ
っ
て
、
一
定
の

組
合
員
を
確
保
し
、
固
定
的
・
定
期
的
に
組
合
費
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
多
い
が
、
合
同
労
組
の
組
合
費
は
、
少
な
く
と
も
固

定
的
で
は
な
い
。

　

合
同
労
組
の
組
合
費
は
、
個
々
の
組
合
員
か
ら
の
自
主
的
な
納
入
に
期
待
す
る
ほ
か
な
い
。
ま
た
、
企
業
別
組
合
と
異
な
り
、
労
働

者
は
、
紛
争
が
生
じ
る
な
ど
の
動
機
が
あ
っ
て
初
め
て
合
同
労
組
に
加
入
し
、
ま
た
そ
の
動
機
が
消
失
し
た
場
合
に
は
脱
退
す
る
場
合

が
多
い
こ
と
か
ら
、
組
合
員
の
増
減
が
激
し
く
、
組
合
費
が
一
定
し
な
い
。
合
同
労
組
の
財
政
基
盤
は
不
安
定
で
あ
り
、
こ
の
脆
弱
な

財
政
基
盤
を
補
う
た
め
、
合
同
労
組
に
は
、
組
合
費
の
ほ
か
、
加
入
金
、
紛
争
解
決
金
カ
ン
パ
等
が
拠
出
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
賛
助
会

費
、
交
付
金
、
物
販
費
等
に
よ
る
収
入
が
あ
る
。

　（
六
）
組
合
財
政

　

企
業
別
組
合
は
、
会
社
の
敷
地
内
に
事
務
所
を
お
く
こ
と
も
あ
り
、
事
務
所
で
使
用
す
る
光
熱
費
が
会
社
負
担
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。

企
業
別
組
合
で
は
、
組
合
活
動
に
か
か
る
諸
経
費
の
一
部
が
会
社
負
担
と
な
っ
て
い
て
、
組
合
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
珍
し
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く
な
い
。
し
か
し
、
合
同
労
組
の
場
合
、
事
務
所
や
光
熱
費
を
含
む
組
合
活
動
に
か
か
る
諸
経
費
は
、
当
然
に
当
該
組
合
負
担
と
な
っ

て
い
る
。

　

な
お
、
企
業
別
組
合
に
お
い
て
、
事
務
所
や
光
熱
費
を
会
社
負
担
と
す
る
場
合
、「
経
理
上
の
援
助
」（
労
組
法
二
条
但
書
二
号
）
該

当
性
が
問
題
と
な
る
が
、
最
低
限
の
広
さ
の
事
務
所
は
「
経
理
上
の
援
助
」
に
は
該
当
せ
ず
（
労
組
法
二
条
但
書
二
号
但
書
）、
組
合

事
務
所
の
光
熱
費
は
使
用
者
負
担
と
し
て
も
同
但
書
の
例
外
に
準
ず
る
、
あ
る
い
は
、
本
文
の
自
主
性
が
実
質
的
に
確
保
さ
れ
て
い
る

限
り
許
容
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
。

　

合
同
労
組
の
財
政
は
、
前
述
三
（
五
）
お
よ
び
本
項
の
事
情
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
企
業
別
組
合
に
比
し
て
厳
し
い
と
い
え
る
。
財

政
基
盤
が
脆
弱
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
合
同
労
組
は
、
企
業
別
組
合
と
比
較
し
て
、
財
源
確
保
等
に
よ
り
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
本
稿
で
は
、
四
（
二
）
イ
以
下
に
お
い
て
、
合
同
労
組
の
視
点
か
ら
、
財
源
を
確
保
し
、
支
出
を
抑
え
る
方
向
で
検
討
を
行
う
。

中
小
企
業
の
定
義
は
様
々
で
あ
り
、
中
小
企
業
基
本
法
は
、
第
二
条
で
中
小
企
業
者
を
定
義
す
る
が
、
そ
の
定
義
は
、
業
種
に
よ
っ
て
、
資

本
金
の
額
又
は
出
資
の
総
額
及
び
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
数
の
上
限
が
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
製
造
業
等
に
お
い
て
は
、「
資
本
金
の
額
又

は
出
資
の
総
額
が
三
億
円
以
下
の
会
社
又
は
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
三
〇
〇
人
以
下
の
会
社
及
び
個
人
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
規

模
企
業
者
の
定
義
も
、
業
種
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
中
小
企
業
基
本
法
に
よ
る
定
義
は
原
則
で
あ
り
、
法
律
や
制
度
に
よ
っ
て
中
小
企
業

者
の
定
義
は
異
な
る
。
本
稿
で
は
、
一
般
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
よ
う
に
大
企
業
よ
り
企
業
規
模
の
小
さ
い
企
業
（
従
業
員
約
三
〇
〇
人
以
下
）

と
い
う
程
度
の
意
味
で
使
用
す
る
。

戎
野
淑
子
「
合
同
労
組
運
動
の
歴
史
─
全
国
一
般　

東
京
一
般
労
働
組
合
会
長　

松
井
保
彦
氏
に
き
く
」
労
研
六
〇
四
号
（
二
〇
一
〇
）
六

九
頁
に
お
い
て
、
戎
野
の
「
企
業
別
組
合
で
は
な
く
て
、
合
同
労
組
と
い
う
形
を
と
っ
た
の
は
、
や
は
り
中
小
企
業
を
対
象
に
考
え
た
か
ら
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」
と
の
質
問
に
対
し
、
松
井
は
「
最
初
に
組
織
し
た
の
が
下
町
の
規
模
三
〇
〇
人
の
お
も
ち
ゃ
会
社
で
し
た
か
ら
ね
。」
と

返
答
し
て
い
る
。
松
井
保
彦
『
合
同
労
組
運
動
の
検
証
─
そ
の
歴
史
と
論
理
─
付
属
資
料
集
』（
フ
ク
イ
ン
、
二
〇
一
〇
）
一
頁
で
は
、「
サ
ン
エ

（
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ス
工
業
と
い
う
輸
出
金
属
玩
具
の
製
造
会
社
」
で
松
井
が
オ
ル
グ
と
し
て
最
初
に
組
織
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
前
述
「
規
模
三
〇
〇
人

の
お
も
ち
ゃ
会
社
」
は
、
サ
ン
エ
ス
工
業
と
い
う
一
企
業
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
お
も
ち
ゃ
会
社
以
外
の
組
織
化
の
例
と
し
て
、

「
鉛
筆
工
場
、
ガ
ラ
ス
工
場
、
施
版
工
場
、
ね
じ
工
場
、
木
工
場
、
靴
工
場
な
ど
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

津
曲
蔵
之
丞
「
合
同
労
組
の
問
題
点
」
日
本
労
働
協
会
雑
誌
一
六
号
（
一
九
六
〇
）
五
─
六
頁
。

津
曲
・
前
掲
注
（
3
）
六
頁
。

津
曲
・
前
掲
注
（
3
）
四
─
一
四
頁
、
本
多
淳
亮
「
合
同
労
組
の
組
織
と
団
体
交
渉
─
実
態
と
法
理
」
民
商
四
二
巻
三
号
（
一
九
六
〇
）
三

─
二
九
頁
な
ど
の
論
文
の
ほ
か
、
江
原
又
七
郎
『
日
本
の
合
同
労
組
─
組
織
・
運
営
・
活
動
の
実
証
的
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
六
〇
）、

石
川
吉
右
衛
門
ほ
か
『
合
同
労
組
』（
日
本
労
働
協
会
、
一
九
六
三
）、
林
信
雄
『
合
同
労
組
と
労
働
法
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
二
）
な

ど
の
単
行
の
著
書
が
あ
る
。

野
田
進
「「
集
団
的
労
働
関
係
法
の
時
代
」
認
識
」
法
時
八
八
巻
三
号
（
二
〇
一
六
）
四
─
五
頁
。

厚
生
労
働
省
、「
平
成
三
〇
年
労
働
組
合
基
礎
調
査
の
概
況
」、https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/toukei/itiran/roudou/roushi/kiso/18/
dl/01.pdf 

、（
二
〇
一
九
・
七
・
一
〇
）
に
よ
る
と
、
二
〇
一
四
年
一
七
・
五
％
、
二
〇
一
五
年
一
七
・
四
％
、
二
〇
一
六
年
一
七
・
三
％
、
二

〇
一
七
年
一
七
・
一
％
、
二
〇
一
八
年
一
七
・
〇
％
で
あ
る
。

野
川
忍
「
労
働
協
約
の
意
義
と
新
し
い
雇
用
社
会
の
在
り
方
─
労
働
協
約
の
効
力
と
機
能
を
見
直
す
」
労
働
法
学
研
究
会
報
二
六
一
一
号

（
二
〇
一
五
）
二
四
頁
は
、「
労
働
組
合
が
企
業
の
枠
を
超
え
て
労
働
者
が
連
帯
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
の
一
八
条
の
規
定
が
よ

り
利
用
さ
れ
て
い
く
」
と
の
展
望
を
述
べ
て
い
る
。

経
済
産
業
省
、「
二
〇
〇
三
年
（
平
成
一
五
年
）
版
中
小
企
業
白
書
」、https://w

w
w

.chusho.m
eti.go.jp/pam

flet/hakusyo/H
15/

index.htm
l 

、（
二
〇
一
九
・
七
・
一
一
）
に
よ
る
と
、
非
一
次
産
業
計
で
見
た
従
業
者
規
模
別
の
事
業
所
割
合
は
、
一
九
六
〇
年
か
ら
二
〇
〇

一
年
に
至
る
ま
で
、
従
業
者
一
か
ら
四
九
人
規
模
の
層
が
常
に
約
九
八
％
を
占
め
、
従
業
員
三
〇
〇
人
未
満
で
は
、
約
九
九
％
で
あ
り
、
会
社
数

を
基
準
に
見
た
場
合
も
、
一
九
六
〇
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に
至
る
ま
で
従
業
者
三
〇
〇
人
未
満
の
会
社
は
、
常
に
約
九
九
％
を
占
め
て
い
る
。
ま

た
、
経
済
産
業
省
、「
中
小
企
業
白
書
二
〇
一
八
年
版
」、http://w

w
w

.chusho.m
eti.go.jp/pam

flet/hakusyo/H
30/PD

F/
chusho/00H

akusyo_zentai.pdf 

、（
二
〇
一
九
・
七
・
二
一
）
三
〇
頁
「
第
一
─
二
─
二
図
企
業
規
模
別
企
業
数
の
推
移
」
に
よ
れ
ば
、
二
〇

一
四
年
の
総
企
業
数
は
三
八
二
万
者
、
小
規
模
三
二
五
万
者
、
中
規
模
五
六
万
者
、
大
企
業
は
一
・
一
万
者
で
あ
り
、
中
小
企
業
の
割
合
は
九

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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合同労組の意義と組織的特徴から生じる労組法上の課題（一）

九
％
を
上
回
っ
て
い
る
。

林
・
前
掲
注
（
5
）
五
二
頁
。

近
年
に
お
い
て
も
否
定
的
な
見
解
が
一
部
に
み
ら
れ
る
。
河
本
毅
『
合
同
労
組
と
上
部
団
体　

法
適
格
性
に
つ
い
て
の
一
考
察
』（
日
本
法

令
、
二
〇
〇
九
）
六
七
─
七
二
頁
は
、
合
同
労
組
の
法
適
合
性
に
つ
い
て
疑
念
が
あ
る
と
す
る
。

労
働
関
係
法
令
立
法
史
料
研
究
会
、「
労
働
組
合
法
立
法
史
料
研
究
Ⅲ
」、
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
、http://w

w
w

.jil.
go.jp/kokunai/reports/docum

ents/report006.pdf 

、（
二
〇
一
九
・
七
・
二
一
）
九
八
頁
以
下
。

労
働
関
係
法
令
立
法
史
料
研
究
会
・
前
掲
注
（
12
）
一
四
六
頁
〔
末
弘
発
言
〕。

労
働
関
係
法
令
立
法
史
料
研
究
会
、「
労
働
組
合
法
立
法
史
料
研
究
（
解
題
篇
）」、
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
、http://

w
w

w
.jil.go.jp/kokunai/reports/docum

ents/report004k.pdf 

、（
二
〇
一
九
・
七
・
二
一
）「
労
働
組
合
の
登
録
要
件
に
つ
い
て
」
及
び
同

脚
注
二
二
。

一
九
五
〇
年
七
月
、
産
別
会
議
・
全
労
連
に
対
抗
し
、
組
合
主
義
の
立
場
で
結
成
さ
れ
た
労
働
組
合
の
全
国
的
中
央
組
織
を
い
う
。
次
第
に

戦
闘
性
を
強
め
、
労
働
運
動
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
が
、
一
九
八
九
年
に
連
合
の
発
足
に
よ
り
解
散
し
た
。
当
時
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で

あ
る
。江

原
又
七
郎
『
日
本
の
合
同
労
組
─
組
織
・
運
営
・
活
動
の
実
証
的
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
六
〇
）
二
二
頁
。

松
井
保
彦
『
合
同
労
組
運
動
の
検
証
─
そ
の
歴
史
と
倫
理
』（
株
式
会
社
フ
ク
イ
ン
、
二
〇
一
〇
）
一
二
五
頁
。

武
谷
嘉
之
「
大
阪
に
お
け
る
合
同
労
組
の
活
動　

一
九
七
二
─
二
〇
一
〇
大
阪
地
域
合
同
労
組
組
合
を
中
心
と
し
て
（
上
）」
経
済
学
雑
誌

第
一
一
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
）
三
六
頁
、
松
井
・
前
掲
注
（
2
）
五
九
頁
。

松
井
・
前
掲
注
（
17
）
一
二
六
頁
。
な
お
、
松
井
は
「
全
労
「
全
国
労
働
組
合
同
盟
」
の
方
針
」
と
し
て
い
る
が
、「
全
国
労
働
組
合
同

盟
」
は
一
九
五
五
年
当
時
す
で
に
な
く
、「
全
日
本
労
働
組
合
会
議
」
も
「
全
労
」
と
略
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
、「
全
日
本
労
働
組
合
会
議
」
の
歴

史
や
運
動
方
針
（
岩
井
章
ほ
か
『
一
九
六
一
年
版
労
働
者
─
総
評
・
全
労
・
新
産
別
の
主
張
』（
日
本
労
働
協
会
、
一
九
六
一
）
七
七
頁
以
下

〔
和
田
〕
参
照
）
か
ら
、「
全
日
本
労
働
組
合
会
議
」
の
方
針
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

林
・
前
掲
注
（
5
）
二
七
頁
。

林
・
前
掲
注
（
5
）
三
三
頁
。

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）
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論　　　説

林
・
前
掲
注
（
5
）
三
六
頁
─
四
〇
頁
。

労
働
省
、「
昭
和
三
〇
年
労
働
経
済
の
分
析
」、https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/toukei_hakusho/hakusho/roudou/1955/dl/02.pdf 

、

（
二
〇
一
九
・
七
・
二
一
）。

合
同
労
組
の
名
称
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
結
成
第
二
期
以
降
で
あ
る
（
江
原
・
前
掲
注
（
16
）
二
二
頁
）。

労
働
省
労
働
組
合
課
『
合
同
労
組
の
現
状
〔
第
三
二
─
二
号
〕』（
労
働
省
労
働
組
合
課
、
一
九
五
七
）
一
〇
頁
。

田
島
一
郎
＝
田
原
和
雄
「
調
整
事
件
か
ら
み
た
合
同
労
組
争
議
の
現
状
と
問
題
点
（
上
）
─
地
労
委
係
属
事
件
調
査
か
ら
─
」
中
労
時
三
三

一
号
（
一
九
五
八
）
四
一
頁
。

中
央
労
働
委
員
会
、「
平
成
二
二
年
・
全
国
の
労
使
紛
争
取
扱
件
数
ま
と
め
」、https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/churoi/houdou/kobetsu/
dl/shiryo-h22-roushihunsou.pdf 

、（
二
〇
一
九
・
七
・
一
一
）。

江
原
・
前
掲
注
（
16
）
二
二
頁
。

林
・
前
掲
注
（
5
）
六
二
頁
。

津
曲
・
前
掲
注
（
3
）
四
─
五
頁
。

石
井
照
久=

有
泉
亨
編
『
労
働
法
演
習
』（
有
斐
閣
、
一
九
六
一
）
一
三
三
頁
〔
石
井
〕。

本
多
・
前
掲
注
（
5
）
二
八
六
頁
。

渡
辺
健
二
「
合
同
労
組
の
現
状
」
石
川
ほ
か
・
前
掲
注
（
5
）
二
四
頁
。

石
川
吉
右
衛
門
「
合
同
労
組
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
」
石
川
ほ
か
・
前
掲
注
（
5
）
二
一
五
頁
。

菅
野
和
夫
『
労
働
法
〔
第
一
二
版
〕』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
九
）
八
二
四
頁
。

呉
学
殊
「
合
同
労
組
の
現
状
と
存
在
意
義
─
個
別
労
働
紛
争
の
解
決
に
関
連
し
て
」
労
研
六
〇
四
号
（
二
〇
一
〇
）
四
八
頁
。

荒
木
尚
志
『
労
働
法
〔
第
三
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
）
五
六
八
頁
。

浜
村
彰
＝
長
峰
登
記
夫
編
『
組
合
機
能
の
多
様
化
と
可
能
性
』（
法
政
大
学
現
代
法
研
究
所
、
二
〇
〇
三
）
二
三
頁
〔
浜
村
〕。

武
谷
・
前
掲
注
（
18
）
三
七
頁
。

呉
学
殊
「
労
働
組
合
の
紛
争
解
決
・
予
防
─
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
の
取
り
組
み
を
中
心
に
」
労
研
五
八
一
号
（
二
〇
〇
八
）
七
〇
頁
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
、
労
働
相
談
活
動
、
共
済
活
動
等
も
共
通
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
（
同
八
五
頁 

脚
注
八
）。

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）
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合同労組の意義と組織的特徴から生じる労組法上の課題（一）

道
幸
哲
也
「
合
同
労
組
の
提
起
す
る
法
的
課
題
」
労
研
六
〇
四
号
（
二
〇
一
〇
）
七
五
頁
。

西
谷
敏
『
労
働
組
合
法
〔
第
三
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
）
九
頁
は
、「「
ユ
ニ
オ
ン
」
と
称
す
る
労
働
組
合
」
は
、「
個
人
加
盟
を
原
則

と
す
る
合
同
労
組
の
一
種
」
で
あ
り
、
地
域
ユ
ニ
オ
ン
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
）
も
こ
れ
に
含
む
と
す
る
。

西
谷
敏
『
労
働
法
〔
第
二
版
〕』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
三
）
六
二
頁
。

呉
・
前
掲
注
（
40
）
七
〇
頁
。

呉
・
前
掲
注
（
36
）
五
〇
頁
。

浜
村
＝
長
峰
・
前
掲
注
（
38
）
三
三
頁
〔
浜
村
〕。

武
谷
・
前
掲
注
（
18
）
三
八
頁
「
表
一　

合
同
労
組
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン
の
概
念
上
の
相
違
」
は
、
呉
・
前
掲
注
（
36
）
お
よ
び
、

浜
村
＝
長
峰
・
前
掲
注
（
38
）
で
記
述
さ
れ
た
内
容
を
も
と
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。

浜
村
＝
長
峰
・
前
掲
注
（
38
）
二
九
頁
〔
浜
村
〕。

呉
・
前
掲
注
（
36
）
五
〇
頁
。

浜
村
＝
長
峰
・
前
掲
注
（
38
）
二
九
頁
〔
浜
村
〕。

浜
村
＝
長
峰
・
前
掲
注
（
38
）
二
九
頁
〔
浜
村
〕。

浜
村
＝
長
峰
・
前
掲
注
（
38
）
二
九
頁
〔
浜
村
〕。

呉
・
前
掲
注
（
36
）
五
〇
頁
。

浜
村
＝
長
峰
・
前
掲
注
（
38
）
三
〇
頁
〔
浜
村
〕。

呉
・
前
掲
注
（
36
）
五
〇
頁
。

設
楽
清
嗣
「
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
の
可
能
性
」
日
本
労
働
社
会
学
年
報
九
号
（
一
九
九
八
）
三
三
頁
以
下
。

武
谷
・
前
掲
注
（
18
）
三
八
頁
。

高
木
郁
朗
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
の
今
後
」
労
働
調
査
一
九
九
六
年
五
月
号
（
一
九
九
六
）
五
─
七
頁
。

呉
・
前
掲
注
（
36
）
五
〇
頁
。

武
谷
・
前
掲
注
（
18
）
三
八
頁
。

武
谷
・
前
掲
注
（
18
）
三
八
頁
。

（
41
）

（
42
）

（
43
）

（
44
）

（
45
）

（
46
）

（
47
）

（
48
）

（
49
）

（
50
）

（
51
）

（
52
）

（
53
）

（
54
）

（
55
）

（
56
）

（
57
）

（
58
）

（
59
）

（
60
）

（
61
）
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論　　　説

大
阪
地
域
合
同
労
組
は
、「
業
種
に
拘
ら
ず
、
誰
で
も
入
れ
る
」
合
同
労
組
と
し
て
、
一
九
七
二
年
に
結
成
さ
れ
た
（
武
谷
・
前
掲
注

（
18
）
四
二
頁
、
大
阪
地
域
合
同
労
組
、「
沿
革
」、http://w

w
w

.osaka-chiikigodo.org/history1002.htm
l 

、（
二
〇
一
九
・
七
・
二
一
））。

武
谷
・
前
掲
注
（
18
）
三
九
頁
。

高
須
裕
彦
「
労
働
組
合
運
動
の
新
展
開
─
社
会
運
動
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
の
可
能
性
・
日
米
を
比
較
し
て
─
」
社
会
政
策
第
一
巻
第
一
号
（
二
〇

一
〇
）
五
五
頁
。

武
谷
・
前
掲
注
（
18
）
三
九
頁
。

ジ
ャ
パ
ン
ユ
ニ
オ
ン
は
、
近
く
に
労
働
組
合
が
な
い
空
白
地
域
の
労
働
者
た
ち
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
労
働
組
合
・
ユ

ニ
オ
ン
が
あ
れ
ば
助
か
る
の
に
」
と
の
声
を
受
け
、「
労
働
組
合
の
な
い
労
働
者
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
労
働
組
合
」
と
し

て
設
立
さ
れ
た
労
働
組
合
で
あ
る
。（
ジ
ャ
パ
ン
ユ
ニ
オ
ン
、「
ジ
ャ
パ
ン
ユ
ニ
オ
ン
と
は
」、http://w

w
w

.jca.apc.org/j-union/juannai/
jutoha.htm

 

、（
二
〇
一
九
・
七
・
二
一
））。
ま
た
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
ユ
ニ
オ
ン
も
、「
地
域
は
限
定
し
て
お
ら
ず
、
全
国
か
ら
相
談
を
お
受
け

し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。」
と
し
て
い
る
（
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
ユ
ニ
オ
ン
、「
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
─
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
ユ
ニ
オ
ン
」、

http://blackarbeit-union.com
/contact/index.htm

l

（
二
〇
一
九
・
七
・
二
一
））。

「
①
調
査
対
象
年
齢
は
六
歳
以
上
。
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
数
（
推
計
）
は
、
本
調
査
で
得
ら
れ
た
過
去
一
年
間
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
者
の
割
合
に
六
歳
以
上
の
推
計
人
口
（
国
勢
調
査
及
び
生
命
表
等
を
用
い
て
推
計
）
を
乗
じ
て
算
出
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
器

に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
ゲ
ー
ム
機
等
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
含
み
（
当
該
機
器

を
所
有
し
て
い
る
か
否
か
は
問
わ
な
い
。）、
利
用
目
的
等
に
つ
い
て
も
、
個
人
的
な
利
用
、
仕
事
上
の
利
用
、
学
校
で
の
利
用
等
あ
ら
ゆ
る
も
の

を
含
む
。
③
無
回
答
を
除
い
て
算
出
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
図
表
六
─
二
─
一
─
一
を
除
く
）。」（
総
務
省
、「
平
成
二
九
年
版
情
報
通
信
白
書　

第
一
部
」、http://w

w
w

.soum
u.go.jp/johotsusintokei/w

hitepaper/ja/h29/pdf/29honpen.pdf 

、（
二
〇
一
九
・
七
・
二
一
））。
図
表

六
─
二
─
一
─
一
は
、「
情
報
通
信
端
末
の
世
帯
保
有
率
の
推
移
」
で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
、「
平
成
二
九
年
労
働
組
合
基
礎
調
査
の
概
況
」、 https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/toukei/itiran/roudou/roushi/kiso/17/
dl/gaikyou.pdf 

、（
二
〇
一
九
・
七
・
二
一
）
三
頁 

第
一
表
よ
り
算
出
。

呉
・
前
掲
注
（
36
）
頁
五
三
頁
。
呉
は
、
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
労
働
運
動
再
活
性
化
の
国
際
比
較

─
日
米
韓
豪
の
労
働
運
用
の
変
容
の
分
析
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、「
個
人
加
盟
組
合
の
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
っ
た
。
二
〇

（
62
）

（
63
）

（
64
）

（
65
）

（
66
）

（
67
）

（
68
）

（
69
）
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合同労組の意義と組織的特徴から生じる労組法上の課題（一）

〇
九
年
一
一
月
か
ら
二
〇
一
〇
年
三
月
ま
で
の
調
査
結
果
は
、
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
『
個
人
加
盟
組
合
の
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
報
告
』（
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
、
二
〇
一
〇
）
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
の
同
調

査
報
告
二
〇
頁
は
、
正
規
雇
用
は
平
均
五
五
・
三
％
と
し
て
い
る
。

厚
労
省
・
前
掲
注
（
68
）
四
頁 

第
二
表
よ
り
算
出
。

大
阪
地
域
合
同
労
働
組
合
、「
私
た
ち
の
大
阪
地
域
合
同
労
組
」、http://w

w
w

.osaka-chiikigodo.org/profile1.htm
l 

、（
二
〇
一
九
・

七
・
二
一
）。

武
谷
・
前
掲
注
（
18
）
四
〇
頁
。

総
務
省
統
計
局
、「
労
働
力
調
査
（
詳
細
集
計
）
二
〇
一
九
年
（
平
成
三
一
年
・
令
和
元
年
）
四
〜
六
月
期
平
均
（
速
報
」、https://

w
w

w
.stat.go.jp/data/roudou/sokuhou/4hanki/dt/pdf/gaiyou.pdf 

、（
二
〇
一
九
・
九
・
六
）
に
よ
る
と
、
女
性
の
非
正
規
の
職
員
・

従
業
員
は
一
四
三
九
万
人
、
男
性
は
六
八
四
万
人
で
あ
る
。

松
井
・
前
掲
注
（
17
）
一
一
六
─
一
一
七
頁
。

松
井
・
前
掲
注
（
17
）
一
一
六
頁
。

松
井
・
前
掲
注
（
17
）
一
一
六
頁
。

松
井
・
前
掲
注
（
17
）
一
一
七
頁
。

松
井
・
前
掲
注
（
17
）
一
一
七
頁
。

呉
・
前
掲
注
（
36
）
五
九
─
六
一
頁
。
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
・
前
掲
注
（
69
）
二
〇
─
二
一
頁
は
、
個
人
加
盟
組
合
の
役
員
・

職
員
が
労
働
組
合
の
地
方
組
織
の
ポ
ス
ト
を
兼
務
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
触
れ
、
個
人
加
盟
組
合
固
有
の
専
従
者
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る

か
の
判
断
は
各
回
答
組
合
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
た
め
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
と
留
保
し
つ
つ
、
専
従
者
の
平
均
人
数
一
・
五
人
、
そ
の
内
訳
は

役
員
専
従
一
・
五
人
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
〇
・
三
人
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
〇
・
四
人
と
し
て
い
る
。

松
井
・
前
掲
注
（
17
）
一
一
七
頁
。

松
井
・
前
掲
注
（
17
）
一
一
七
頁
。

菅
野
・
前
掲
注
（
35
）
一
〇
四
〇
頁
。

西
谷
・
前
掲
注
（
42
）
八
三
頁
参
照
。

（
70
）

（
71
）

（
72
）

（
73
）

（
74
）

（
75
）

（
76
）

（
77
）

（
78
）

（
79
）

（
80
）

（
81
）

（
82
）

（
83
）
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